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Abstract: The NICT Doppler lidar was stationed on the rooftop of a building in NICT headquarters on 
May 2007. The location of the lidar was at 16 m above ground so it became possible to observe the 
low-level wind field within the atmospheric boundary layer. The Range Height Indicator (RHI) scans 
were carried out along the north-south, northeast-southwest, east-west, and southeast-northwest at 
13-minute intervals during 11-20 and 23-29 May, 2007. The wind profiles between 25 m and about 2 km 
above ground level with a height-bin resolution of 50 m were derived from the 4 RHI scans using a 
method previously documented by Gal-Chen et al. (1992). The analysis indicated that a northerly to 
northwesterly low-level jet existed in the late night and early morning hours. Harada (1981) reported 
that a southwesterly nocturnal low-level jet appears over the southeastern part of the Kanto Plain on 
summer day. In presentation, we will report the analysis result of the observed low-level jet. 
 
1. はじめに 
下層ジェットは大気下層（地上数 100m）の風速の鉛直分布に極大値を示す高度が現れる現象であり、特

に平坦地で夜間に発達する下層ジェットは“夜間下層ジェット”と呼ばれる（Blackadar, 1957）。都市域に
おいては、夜間下層ジェットは大気汚染物質の輸送に重要な役割を果たしているという報告もある（Banta et 
al., 1998）。 

日本では関東地方南東部において、夏季の夜間に高度 200m から 700m に南西風の下層ジェットが現れる
ことが Harada (1981)により報告されている。また、原田(1984)は 1975 年から 1979 年の 5 年間の館野の高
層気象観測資料の統計的解析により、下層ジェットは主として夜間に高度約 400m を中心として南南西およ
び北北東の風向で発生することを示した。南西（南南西）風の下層ジェットについては、Kimura and Arakawa 
(1983)が数値シミュレーションにより、一般風が中部山岳によって力学的に変形される効果によって下層ジ
ェットが形成され、山の熱的効果によってジェットが強化されるとともに、風速に大きな日変化を与えてい
ることを示した。 
情報通信研究機構（以下、NICT）では、2007 年 5 月に関東平野西部に位置する NICT 本部内（東京都小

金井市）に設置したドップラーライダーによる大気境界層内風観測を行った。本発表では、この期間中に観
測された顕著な下層ジェットについて報告する。 
 
2. 観測概要 

2007 年 5 月に NICT 本部内の建物の屋上（地上高約 16m）にドップラーライダーを設置し、11 日から 20
日と 23 日から 29 日にかけて、北－南、北東－南西、東－西、南東－北西方向の仰角 0 度から 180 度（0～
30 度と 150～180 度まで 1 度分解能、30～50 度と 130～150 度まで 2 度分解能、50～130 度まで 10 度分解
能）の 4 組の RHI スキャンを約 13 分ごとに繰り返す観測を行った。この 4 組の RHI スキャンから Gal-Chen 
et al. (1992)の解析手法を拡張して、高度 25m から 50m 間隔で高度約 2km までの平均化された水平風およ
び鉛直風を計算した。 

具体的には、高度 i (=25,50,…,1975m ; z 39,...,1,0=i )の上下 25m 以内の視線方向速度
ijα ( )につ

いての以下の式を最小 2 乗法により解いて、
iNj ,...,2,1=

iu 、 iv 、 iw を求めた。 
 

jijjijjiij wvu θφθφθα sincoscossincos ++=
ここで、

jθ は仰角、
jφ は方位角である。 

観測期間中、何例か下層ジェットが観測されたが、日本の広範囲が高気圧で覆われた 23 日夕方から 24 日
の早朝にかけて高度 1km 以下で顕著な下層風極大が発生した事例に注目した。 
 
3. 観測結果 
図 1 にドップラーライダーによる水平風の鉛直プロファイルを示す。23 日の日中に高度約 1km まで発達

した海風（南風）の上部が夕方から 22 時ごろまで高度 300m から 400m に風速極大を持つ下層ジェットと
なった。22 時以降、その下層ジェットは弱まり、23 時ごろから高度約 500m に風速極大（約 10m/s）を持
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つ北風から北西風の下層ジェットが発生し、日の出前の 24 日 5 時ごろまで継続した。日出後の 7 時から 9
時ごろまで、高度約 800m から 1km に風速極大を持つ西風の下層ジェットが発生した。 

図 2 に図 1 と同じ時間帯の熊谷、水戸、勝浦のウィンドプロファイラ（WINDAS）の観測結果を示す。勝
浦では23日夕方から24日早朝まで高度1km以下で10m/sから15m/s程度の強い南西風が観測されている。
400m 以下の観測データが無いため、下層ジェットであるかは判断できないが、Harada (1981)の報告した典
型的な関東南東部での下層ジェットと類似している。23 日 22 時ごろに 400m の高度で、水戸では南西から
西に、熊谷では南から北西に風向が変化したが、風速は 5m/s 以下であり、この両地点で下層ジェットが発達
していたとは考えにくい。 
 
4. まとめ 
本研究ではドップラーライダーによる観測により、関東平野西部（東京都小金井市）において、深夜から

早朝にかけて高度約 500m に北から北北西の風向の下層ジェットが存在することが確認された。谷治・会田
(1978)は関東地方南西部における観測で、夜間に通常の陸風や山風では説明し難い厚さ 1km 程度の強い北風
が吹く現象を確認しており、本観測結果と類似している。しかし、その発生原因については不明なままであ
る。講演ではより詳細なデータ解析結果を示す予定である。 
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Fig. 1. Time-height cross-section of horizontal wind speed and direction by the NICT Doppler lidar at Koganei 
during the period from 1400 JST May 23 to 1200 JST May 24, 2007.  
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Fig. 2. Time-height cross-section of horizontal wind speed and direction by the wind profiler (WINDAS) (a) at 
Kumagaya, (b) Mito, and (c) Katsuura during the period from 1400 JST May 23 to 1200 JST May 24, 2007.  
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